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日 本 鋼 管 工 事 株 式 会 社

　 　　 　 　 　 　 　技 術 部

（第 一報 ）

高 木 健 治 　 o 金 山 潔 士

佐 藤 　 滋 　 　 八 代 　 徹

1．　 緒 　 言

　従 来 、 9 ％ Ni 鋼 製 超 抵 温 タ ン ク の 溶 接 法 は 診 も に 被 覆 ア
ー

ク 溶 接 法 が 適 用 され て

きた が 、
タ ン ク の 高 級 化 、大 型 化 に と も な い 、 タ ン ク 建 造 の 省 力 化 の 手 段 と し て 自

動 化 が 望 ま れ て い る 。 当 社 で は 9 ％ Ni 鋼 製 超 低 温 タ ン ク の 側 板 （立 向 ，横 向 ）溶 接

に TIG 溶 接 法 を 採 用 し、現 地 適 用 に 輸 い て 十 分 な 成 果 を 得 た 。 本 報 告 は 板 厚 6na

の 9 ％ Ni鋼 板 を 使 用 した タ ン ク へ の 適 用 結 果 で あ る 。

2．　 自動 TIG 溶 接 装 置 の 特 徴

　写 真 1 に タ ン ク 建 設 中 の 自 動 TI

G 溶 接 装 置 （右 側 ）と 自動 ガ ウ ジ ン

グ 装 置 （左 側 ）を示 す 。

　本 溶接装 置 の 特 徴 を 以 下 に示 す 。

（1）　 1 台 の 自 動 TIG 溶 接 装 置 で 立

　向 、横 向 溶 接 が 可 能 で 、 そ の 際の

　段 取 変更 が 容 易 で 短 時 間 に 行 な え

　 る 。

（2｝　 溶 接 走 行 が 滑 ら か で 安 定 して い

　 る 。

（3｝　磁 気 吹 きを 防 ぐ 目 的 で 、磁 気 制

　御 装 置 を 備 え て い る 。

四 　 ア
ー ク 発 生 部 へ の 風 の 巻 き込 み

　 を 防 ぐ 、 完 全 防 風 構 造 で あ る 。

  　 装 置 の 小 型 化 に よ り、

〔6）

〔7）

写 真 1　　 自 動 溶 接 装 置 と 自動 ガ ウ ジ ン グ 装 置

　　　　　　　　　　 2 重殻 タ ン ク の 内 、外 槽 空 間 に 適 用 可 能 で あ る 。

操 作 が 簡 単 で メ ン テ ナ ン ス が 容 易 で あ る ・

ア
ーク タ イ ム 積 算 計 、 ア

ー ク 電 圧 、電 流 記 録 装 置 を備 え 、品 質 管 理 を 保 証 す る 。

3． 供 試 材 料

　表 1 に 9 ％ Ni 鋼 板 と溶 接 材 料 の 化 学 成 分 、 機 械 的 性 質 を示 す 。 使 用 した 90／oNiSU

板 は AsTM 　A553 − 1 に 相 当す る NK − LTG − 9Ni − QT 材 で あ る ・

4．　 溶 接 条 件

　表 2va 　6   板 厚 の 立 向 、 1黄 向 標 準 溶 接 条 件 を 示 す 。 ガ ウ ジ ン グ 条 件 は 、 4nn 　¢ カ

ーボ ン を 使 用 し 、 150A 、 38V 、 800W 勧 で あ る 。
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5．　継 手 性 能 試 験

　 表 3 に 継 手 の 試 験 結 果 を

示 す 。 こ れ らの 結 果 は AS

ME の 規 格 を 満 足 す る 。

6． 適 用 例

　タ ン ク 形 式 ： 平 底 球 面 屋

　 根 円 筒 型 二 重 殻 タ ン ク

　貲守蔵 液　：　液 イヒ窒 素

　温 度 　 ：
− 196 ℃

　容 量 　 ： 250  

表 1 　 供 試 材料 の 化学 成 分 と機 械 的性 質
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表 2 　 標 準 溶 接 条 件

7． 結 　論

　 タ ン ク 建 設 工 事 に 本 溶 接

装 置 を 適 用 した 結 果 、 X 線

透 過 試 験 の 成 積 も 良 好 で 十

分 満 足 さ れ る 結 果 で あ っ た 。

　 写 真 2 に立 向 ビ ー ド 、 写

真 3 に 横 向 ビ ー
ド 外 観 を 示

す 。

　 タ ン ク 建 造 コ ス ト 低 減 に

寄 与す る 溶 接 施 工 能 率 、使

用 溶 接 材 料 の 検討 が 今 後 の

課 題 で あ る 。
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表 3 　 機 械 試 験 結 果

写 真 3 　 横 向 ビ ー ド

写 真 2 　 立 向 ピ ー
ド
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